
【主な意見】
• 河道内樹木について、元々の河道形状が持っている特性を踏まえて再繁茂箇所の対策を検討されたい。

• 維持補修における省力化の取り組みで、簡易的な補修した箇所の経年変化を確認するのが一番重要だと考え

る。なお、材質の観点でマイクロプラスチックとして、直接海洋に流出する可能性があるので、プラスチックを使

わないように考慮されたい。

• アダプト制度について、愛知県の環境部局でもボランティアのマッチングに取り組んでいるので、愛知県と共同し

て声を掛けると、より多くの団体の参加を促せるのではないか。

• 排水機場・樋管等の操作のあり方について、これから知見を積み重ねていき、豊川に合った操作方法を開発さ

れたい。

〇「第9回 豊川水系流域委員会」を開催し、豊川水系河川整備計画の事業進捗状況のうち、河川の維持に関す
る事項の審議を行い、了承されました。

〇委員からいただいた主なご意見は、以下の通りです。

第９回 豊川水系流域委員会における審議

【開催概要】
日時：令和7年1月21日（火） 10:00～12:00
会場：豊橋商工会議所 4階 406会議室

【主な議事】
・豊川水系河川整備計画の事業進捗状況
（河川の維持に関する事項）


